
 

 

  

  今日から６月。水無月に入りました。学校

が再開されて２週間が経ちました。最初の２

日間は、長期休業の影響でしょうか、子ども

たちの表情もどことなく元気がありません

でしたが、翌週からは、外遊びに興じる本来

の笑顔あふれる姿が戻り安心しました。やは

り、友達と一緒に過ごすこと、太陽の光を浴

びて外で体を動かすことが、子どもたちのエ

ネルギーになることを改めて実感しました。 

 さて、先週金曜日にはなまる連絡帳にてお

知らせしましたように、唐津市小・中学校の

夏季休業（夏休み）期間が短縮になりました。

（８月１日～２３日）大・小様々な規模や環境が異なる、唐津市の小中学校にとっては、こ

の期間短縮の対応はそれこそ様々です。エアコンが完備されていない小学校にとっては、こ

れからやってくる夏の暑さに心配な面もありますが、できる限りの熱中症対策をして、子ど

もたちの命を守っていきます。ご心配やご意見もあると思いますが、どうかご理解・ご協力

をよろしくお願いします。                                                                                                                               

  

 先週５月２９日（金）の朝は、６月全校朝会を

体育館で実施しました。窓を開けた体育館に、で

きるだけ間隔をとって集合しました。校長の話

は「食」に関することでした。新型コロナウイル

スだけでなく、様々な病原体と戦うには、元気な

体でいることが大切です。その基本は「食」。学

校では「給食」です。先日、唐津市東部学校給食センターから資料が送られてきました。下

の表は、令和元年度４月から３月までの、唐津市東部の各学校の食べ残し量を表しています。 

各学校で差が見られますが、とにかくこれから久里小学校では、「食べ残し０の日を目指そ

う」と呼びかけました。意識して取り組んでくれたお陰で、その日の給食は食べ残しがかな

り少なくなりました。続けて取り組んでいきます。 
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フッ素洗口液の変更について、５月２８日付けの文書で、以下の通知がありましたのでお知

らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フッ素洗口の洗口液が変更になります 


